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        第２図 紀伊半島における四万十地向斜の発展を示す模式図  









































の総延長は走向方向に約 1800 km に達する（第４図）．  
  四万十帯はその名のごとく四国の四万十川流域を模式地としており，岩相層序
区分上の単元では，四万十超層群（Shimanto Supergroup）によって構成される．
それはさらに，白亜紀層の部分を下部四万十超層群（Lower Shimanto Supergroup）， 
    



















       

























第７図 四国における四万十超層群の地質断面図〔メランジュ（黒色部）がサンド  
   ウィチ状に粗粒砕屑岩相からなるスラスト・シートの間に挟まれる〕  













          
第８図 付加作用における「はぎ取り作用」と「底付け作用」（加賀美ほか ,1983） 
 
   



























      























究報告「竜神地域の地質」（5 万分の 1 図幅）（1981），日本の地質 6「近畿地方」
（1987），20 万分の 1 地質図幅 「和歌山」（1998），及び，アーバンクボタ  No.38
（付図：紀伊半島四万十帯の地質図）（1999）を主に参考にしてまとめた．  
 


















第１１図 十津川中・上流域の四万十帯地質図〔20 万分の 1 地質図幅「和歌山」  
    （1998）より〕； 第１３図が本図の南側に続く．  
        H：花園層； My：美山層； Ry：竜神層；伯母谷川層；  
        gc：メランジュ相中の緑色岩およびチャートのブロック  











































      
               
第１２図 奈良県吉野郡辻堂地域の地質図 （大和大峰研究グループ , 1998 より）  
 （槙尾層および赤滝層は日高川層群花園層に対比されるメランジュ相の付加体；   
 宇井層は日高川層群美山層に対比される粗粒砕屑岩相の付加体；南北性断層の  
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